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『日の果て』（思索社  一九四八年二月）、『飢えの季節』（講談社  一九四八年八月）、『 B
島風物誌』（河出書房  一九四八年一二月）、『ルネタの市民兵』（月曜書房  一九四九年一
〇月）を出版する。戦後派作家として順調なペースで作品発表を続けていた梅崎だが、単






スランプについては戸塚麻子氏の研究（『戦後派作家  梅崎春生』論創社  二〇〇九年七
月）が委しいが、そのきっかけについてはこれまで研究が為されてこなかった。  
 そこで、資料を収集し梅崎本人の言及を確認したところ、「偽卵」（『知識人』一九四九





























選集』（日本文芸協会編  大日本雄弁会講談社）に収録された。この作品について、伊藤  
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